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［2019年度～2021年度　環境取り組み計画　目標と実績］

■企業活動の廃棄物等発生量原単位の低減（売上高当たり指数）

〈実行施策〉 
●	 歩留まり向上で副産物発生抑制
●	 内外装リターナブルケースの適用拡大による梱包資材低減

取り組み目標 2019年度までの実績 取り組み目標 2019年度までの実績

※1 Hondaと主なグループ会社：本田技研工業（株）と（株）本田技術研究所、ホンダエンジニアリング（株）、（株）ホンダアクセスの範囲

企業活動に関する取り組み
　Ho n d aは2019 ～2021年度の環境取り組み計画において、資源の効率利用に関しては、3R

（リデュース・リユース・リサイクル）のさらなる進化を進めていきます。

売上高当たり
廃棄物等発生量原単位の低減

対象範囲： 企業活動
（Hondaと主なグループ会社※1）
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廃棄物直接埋立ゼロ化の継続

対象範囲： 企業活動
（Hondaと国内連結全事業所）

Hondaと国内連結全事業所（119/119社）で、
廃棄物直接埋立ゼロ継続

資源の効率利用

日本国内の環境取り組み報告2020



Honda Environmental Activity Japan 2020 02

水資源の保全
　Hondaは自社の企業活動が上流・下流の水資源に影響を及ぼす可能性を認識し、「水資源の保全」

にも注力しています。

　取水量を管理するとともに、排水については水質管理を徹底し、水質検査の結果を開示するなど十分

な管理と適切な情報提供に努めています。また、水使用量の最小化に向けて、各事業所でリサイクル水

の活用や節水など地域の事情を踏まえた取り組みを推進しています。

［2019年度～2021年度　環境取り組み計画　目標と実績］

※1 Hondaと主なグループ会社：本田技研工業（株）と（株）本田技術研究所、ホンダエンジニアリング（株）、（株）ホンダアクセスの範囲
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取り組み目標 2019年度までの実績

売上高当たり
水資源使用量原単位の低減

対象範囲： 企業活動
（Hondaと主なグループ会社※1）

■企業活動の水資源使用量原単位の低減（売上高当たり指数）

〈実行施策〉
●	 リサイクル水の拡大
●	 節水活動の推進継続

資源の効率利用
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